
あっ、じしん！ そのとき、あなたは？ 
 

名前
なまえ

（             ） 
 

地震
じしん

はいつ、どこで発生
はっせい

するか分
わ

かりません。様々
さまざま

な場面
ばめん

でどのように行動
こうどう

すれば

よいのか、普段
ふだん

から 考
かんが

えておくことが、いざというときにあなたの身
み

を守
まも

ります。 

どんなときでも、①「 落
お

ちついて」「② 頭
あたま

を守
まも

りながら」「③ 危険
きけん

なところから

はなれる」ことが大切
たいせつ

です。 

 

学校
がっこう

にいるときは 
  

●教 室
きょうしつ

にいたら、机
つくえ

の下
した

にもぐり足
あし

をしっかり

押
お

さえて小
ちい

さくかがむ。 

●廊下
ろうか

「 階段
かいだん

「にいたら、近
ちか

「くの教 室
きょうしつ

「に逃
に

「 込
こ

「む

か、ロッカー 窓
まど

「ラス からはなれて小
ちい

「さくかが

む。 

●体育館
たいいくかん

 グスウンドにいたら、落
お

ちてくる物
もの

に

注意
ちゅうい

しながら真
ま

ん中
なか

に集
あつ

まり小
ちい

さくかがむ。 

●避難
ひなん

「するときは、さわがず落
お

「ちついて先生
せんせい

「の

指示
し じ

にしたがう。 

 

家
いえ

にいるときは 
  

●家具
か ぐ

などからはなれて、テーブル 机
つくえ

の下
した

にか

くれる。（ゆれが大
おお

きく動
うご

けないときは、小
ちい

さく

かがみこんで 頭
あたま

を守
まも

る。） 

●寝
ね

「ているときは、布団
ふとん

「 ベッドの下
した

「にかくれ、

枕
まくら

などで 頭
あたま

を守
まも

る。（普段
ふだん

からたおれ すい物
もの

の近
ちか

くでは寝
ね

ないようにする。） 

●あわてて外
そと

に飛
と

び出
だ

さない。 

●ゆれがおさまってから、火
ひ

 ラ の始末
しまつ

をする。 



登
とう

下校中
げこうちゅう

や外
そと

にいるときは 
  

●ブロックべい 電 柱
でんちゅう

、自動
じどう

販売機
はんばいき

など、危険
きけん

な

物
もの

からすぐにはなれる。 

●ラス  看板
かんばん

など、落
お

ちてくる物
もの

に注意
ちゅうい

し、せ

まい道
みち

は逃
に

 場
ば

がないので通
とお

らない。 

●電車
でんしゃ

「 バ に乗
の

「っていたら、手
て

「すりなどにしっ

かりつかまり、停車
ていしゃ

「したら乗務員
じょうむいん

「の指示
し じ

「に 従
したが

う。 

●海
うみ

の近
ちか

くでは津波
つなみ

が発生
はっせい

することがあるので、

すぐにその場
ば

「をはなれ、できるだけ高
たか

「い場所
ばしょ

「に逃
に

 る。 

 

まさかの時
とき

の連絡先
れんらくさき

 
  

「高松
たかまつ

市立
しりつ

川 東
かわひがし

小 学 校
しょうがっこう

 

「高松市
たかまつし

香川町
かがわちょう

川
かわ

東 上
ひがしかみ

1865番地
ばんち
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おうちの人とのやくそく 
  

 マホもメールもだめになったら、おうちの人
ひと

と連絡
れんらく

が 

つかなくなります。 

１ そんなときの家族
かぞく

の集
あつ

まるところは、 
  

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「  「「「「「「「「「「「「「です。「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「 

 

 

２ 登
とう

下校
 こう

時
じ

に地震
じしん

があった時
とき

、家
いえ

にもどる（帰
かえ

る）・学校
がっこう

に行
い

く（もどる）

のさかいめは、 
  

「「「「「「「「「「「「「「「「「  「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「をめじるし 

にします。 
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